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　第57回卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんが入学された2019年は、
私にとっても校長になった最初の年で、皆さんとともに沢山の学校行事を初めて経験した
大変貴重な１年間でした。2020年からの２年間は、新型コロナウイルス感染症の流行に
より、人々との直接の関わりや集団での行動が制限されました。思うようには活動できま
せんでしたが、オンラインでの授業が始まり、ひとりで学びゆっくり考える時間が増えま
した。
　看護においては、さまざまな人々と意思疎通をはかる「コミュニケーション能力」が求
められます。患者の意思を確認することは勿論のこと、多職種のスタッフと連携をとるた
め、相手の話を「正しく理解する力」と相手に「正しく伝える力」が必要です。
　患者の様子を見て、ちょっとした変化にも気づくことができる「観察力」と、患者の気
持ちをイメージする「想像力」も必要です。常に自ら考えて行動し、ちょっとした患者の
変化にいち早く気づくことが大切です。

　よい看護の実践には、「自分自身が健康である」ということが大前提となります。看護という仕事は、日々、緊張感や
ストレスにさらされるので、仕事以外の時間にリフレッシュすることも大切です。日ごろから、オンとオフを上手に切り
替えてストレスを発散して下さい。
　新たな旅立ちを迎えた皆さんが、心身ともに健康で、思いやりのある、やさしい看護師として活躍されることを願って
います。
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1年生1年生
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いきたいです。�

�

59回生代表　　村田　怜菜

3年生3年生
　３年次では、実習や講義など様々な事に全力で挑みました。すべての実習が終了してからは、看
護師国家試験の勉強に本格的に取り組み、放課後も遅くまで残って、先生方や家族、仲間に支えて
いただきながら勉強しました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大で全員が集合できない中、Ｗ
ｅｂを活用しながら、看護師国家試験勉強をおこない、また出陣式では今までお世話になった先生
方から温かいメッセージを頂いたりして、自信と勇気を持って看護師国家試験に臨むことができま
した。試験本番では環境こそ違えど、周りに仲間がいることの安心感に包まれ自分の全力を尽くせ
たと思います。�
　仲間に支えられ、勉強に実習に、国家試験に取り組み充実した３年間だったと思います。�
�

57回生　　西宮　梨央



2年生2年生
　本年度は昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて実習や行事など思うよう
に取り組めない事がありました。その中でも先輩方は今出来ることを真剣に考え、実習や学校生
活、寮生活など臨機応変に対応されていました。私たちもその姿勢に感化され、学習や生活など、
乗り越える事が出来たと感じております。�　現在の学校生活と同様に、臨床の場でも通常通り立ち行かない事は多く、対応していく必要があ
ります。これまでの多くの経験を活かし、今後先輩方がそれぞれの臨床の場で活躍されることをお
祈りいたします。�
�

58回生代表　　松本　有紗

� ※写真撮影の為、マスクを外して撮影しています。
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卒業生より卒業生より

　私は、当校卒業後、呉医療センターに就職し、現在手術室で勤務していま
す。就職して約２年が経ちますが、今でも新しく学ぶことが多く、日々勉強
に励んでいます。手術は患者さんにとって人生の中で一大イベントです。命
に直結している場であり、常に責任感や緊張感をもって臨んでいます。手術
室は二人一組になって看護をしており、ペアになる事で相談しやすく、わか
らない事があれば一つずつ丁寧に教えてくださり、とてもやさしく明るい雰
囲気の部署です。呉看護学校の講義・実習で学んだ知識・技術は臨床現場で
活かせることがたくさんあるので、学生時代に頑張ってよかったと思うばか
りです。また、日々手術室看護の魅力を感じながら、楽しく学ぶことができ
ます。
　学生の皆さん、試験に実習に大変な事が多いと思いますが、就職したとき
にその努力は無駄にならないと私自身感じています。また、新型コロナウイ
ルス感染症も流行しているので、体調には気を付けて頑張ってください。

55回生手術室 林　　七海

　卒業生の皆様、お元気でお過ごしでしょうか？皆様の職場やご家庭でも、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大により、様々な影響があったのではないでしょうか。呉看護学校では、今年度も多くの行事が中止・
縮小開催となりました。また、実習においても延期や学内での実習となり、臨床での実習は貴重な経験とな
りました。
　新型コロナウイルス感染症がまだまだ落ち着かない状況にはありますが、今の時代に求められる看護師を
目指して、確実な知識・技術を提供できるよう、前向きに歩むことができればと思います。
　また、この学校に長い間寄与くださいました山下副学校長先生が３月で学校を退官されます。心より感謝
申し上げます。先生の益々のご健勝とご多幸をお祈りいたします。

編 集 長　福嶋　洋子
編集委員　東　　活年

編集後記編集後記

　私は呉医療センターに就職し、現在は９B病棟で勤務しています。９B病
棟は血液内科の病棟になっており、化学療法や移植（骨髄移植、臍帯血移植、
自家移植）に関わる事が多いです。移植は命に係わる大きな治療で、患者さ
んの精神的なサポートも大切になります。配属された当初は、患者さんとの
関わり方や観察すべき点等、わからない事や不安な事ばかりでしたが、先輩
方が丁寧に教えてくださり日々、少しずつではありますが成長を実感してい
ます。そして、患者さんと関わる中で、看護師という仕事の幅の広さに看護
の重要性、魅力を感じています。
　業務に追われ、患者さんに思うような関わりができない事や精神的側面の
かかわり方に悩む日々ではありますが、先輩方や同期にアドバイスをもらい
ながら頑張ることができています。今年も新型コロナウイルス感染症で実習
が中止となり、不安なことも多いと思いますが、皆さんも先生方や同級生を
頼り、協力して、助け合いながら頑張って下さい。

56回生９Ｂ病棟 河本　真子


